
AppleとGoogleからの問いをどうするか？2021年5月時点

1. Appleのアプリ追跡の透明化（ATT）
　話題になっている

2. Googleからのメールの対応　重要なお知らせ
　身内から相談があった
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1. Appleのアプリ追跡の透明化（ATT）
各種アプリが、端末ごとに割り振られた「広告主向け識別子（IDFA）」と呼ばれる情報をス
マートフォン上で取得しようとする際に、利用者の許諾を求めるもの

iOS iPadOS 14.5以降にアップデート後新しくインストールしたアプリは右の表示が出る。

アクティビティとは
ユーザーの年齢、位置情報、健康状態、お金の使い方、サイトの閲覧履歴等

これらのデータをもとに広告などを配信する
（例えば、自分が気になってググった商品が他のアプリの広告部分に表示される等）

多くのアプリは、アプリ内での動きを追跡するだけでなく、アプリ外での動きを追跡する。
Amazonやウェブサイトで見たばかりの製品のFacebookや他のアプリに広告が表示される。

14.5より前は、[設定]>[プライバシー]>[トラッキング]に移動し、[アプリにトラッキングのリ
クエストを許可する]をオフにすることで、すべてのアプリのトラッキングをオフかオンしか
出来なかた。



どちらを選ぶか？

許可のデメリット
興味は無いが、以前見たことのあるサイトなどの広告が何度も表示されるものが面倒
スマホの画面を人に見せるとプライベートで何に興味があるのかが少し分かってしまう

許可のメリット
自分の興味ある広告がたくさん見れ気付きになる

アプリ会社を応援する気持ちよりプライバシーを優先したい気持ちを優先したい場合は、トラッキングを許可しない

アプリ会社を応援したい、ターゲティング広告が表示されるのは不快ではないといった場合は、トラッキングを許可

海外の調査データではほとんど許可しない　わざわざ聞かれたら許可しないとなるようで影響大きそう

一部ゲームアプリにおいては、「トラッキングを許可」しないと、
一部の機能やアイテムが使用できなくなる場合があるようで、
ゲームを楽しみたい場合は、
1 「Appからのトラッキング要求を許可」をオンにした上で、
2 アプリ内で表示されるポップアップで「トラッキングを許可」を選択する必要があります。



後から個別に変更出来る

iPhoneかiPad
まだ始まったばかりで少ない
今後増えてくる

全てオフにも出来る



Safariの設定

「オン（有効）」であれば、サイトにアクセスした後もそのサイトに関する広告はSafariでは表示されにくくなる。
その一方で、例えばポイントサイト経由での購入でポイントが付与されるような仕組みでは、うまく機能しなくなる。

「オフ（無効）」にすれば、サイトにアクセスしてから24時間経過後も引き続きそのサイトに関する広告がSafariで表示
される可能性を有する。
一方で、ポイントサイト経由での購入でポイントが付与されるような仕組みは有効に機能する。

MacのSafariの環境設定のプライバシーiPhone・iPadの設定のSafariの下の方



2. Googleからのメールの対応

iPhone・iPad

Mac

スマート機能とパーソナライズ
メールサービス「Gmail」
チャットサービス「Google Chat」
ビデオ会議サービス「Google Meet」のそれぞれのサービス内で利用される関連データの設定

全てオンで問題無いが、Gmail使っている人は以下注意
　iPhone・iPadのGmailアプリはメイン・ソーシャル・プロモーションの時他のメール見落とす
　Macは全ての受信トレイは下の方にある

全ての受信トレイは下の方

ここが選ばれている時、他のメー
ルを見落とさないよう注意



他の Google サービスのスマート機能とパーソナライズ

メールサービス「Gmail」、チャットサービス「Google Chat」、ビデオ会議サービス
「Google Meet」のそれぞれのサービスでやり取りされた関連データを、同じ Google ア
カウントでログインしているほかの Google サービスで応用されるための設定

便利になる事ばかりなのでオンで問題無いと思います

2021/6/1から無制限だったGoogleフォトの容量が15GBにカウントされ、
2年以上使っていないアドレスのデータが削除される件は要チェック

2021年1月にしまゆぐホームページに投稿されている、
「写真・データ保存先」をチェックして下さい


